
資料５

高等学校理科の科目構成について（案）

科学と人間生活

(1)科学の発展 物理 化学 生物 地学

(1)さまざまな運動 (1)物質の状態と平衡 (1)生物現象と物質 (1)地球の概観科学の発展により，生活が豊かで便利にな

(2)波 (2)物質の変化と平衡 (2)生物の生活と反応 (2)地球の活動と歴史 課題研究ってきたことを情報通信などの例を通して考

(3)電気と磁気 (3)無機物質の性質と利用 (3)生物の集団 (3)地球の大気と海洋 ア 特定の自然事象える。

(2)生活の中の科学 (4)物質と原子 (4)有機化合物の性質と (4)生物の進化と分類 (4)宇宙の構造 に関する研究

利用 イ 科学を発展させ生活の中の科学に気づかせるため，次の①

(5)高分子化合物の性質 た実験に関する研～④のテーマの中から各一つ（計四つ）を選ん

と利用 究で履修させる。

ウ 自然環境につい
①

光と電磁波

物理基礎 化学基礎 生物基礎 地学基礎 ての調査熱エネルギーとその利用

材料の化学とリサイクル ※ア～ウの中から一つ
②

(1)物体の運動と力 (1)化学と人間生活 (1)生物の世界 (1)宇宙における地球

衣料と食品の化学 以上の課題を設定し，(2)さまざまな物理現象 (2)物質の構成 (2)細胞と遺伝子 (2)変動する地球

生物と光 研究を行う。
③

とエネルギー (3)物質の変化 (3)動物の内部環境

(4)生物の多様性と生態系微生物とその利用

身近な天体
④

自然景観と変動する地球

(3)科学と人間生活

物理(仮称) 化学(仮称) 生物(仮称) 地学(仮称)(2)で学習した内容の中から，科学とこれ

（４） （４） （４） （４）からの人間生活について考察させる。

課題研究(仮称)
（１）

科学と人間生活(仮称) 物理基礎(仮称) 化学基礎(仮称) 生物基礎(仮称) 地学基礎(仮称)
（２） （２） （２） （２） （２）

必履修：２科目（ａ）又は３科目（ｂ）を選択

※（ａ）「科学と人間生活」と「基礎を付した４科目のうち１科目」（計４単位）又は
（ｂ）「基礎を付した４科目のうち３科目」（計６単位）のいずれかを選択必履修。



＜参考＞現行の高等学校学習指導要領（平成１１年告示）における科目構成

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ物理 化学 生物 地学

(1)力と運動 (1)物質の構造と化学 (1)生物現象と物質 (1)地球の探究

(2)電気と磁気 平衡 (2)生物の分類と進化 (2)地球表層の探究

(3)物質と原子 (2)生活と物質 (3)生物の集団 (3)宇宙の探究

(4)原子と原子核 (3)生命と物質 (4)課題研究 (4)課題研究

※(2)又は(3)から選択 ※(1)，(2)及び(3)から(5)課題研究 (4)課題研究

※(3)又は(4)から選択 ※(2)又は(3)から選択 いずれか二つを選択

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ理科基礎 理科総合Ａ 理科総合Ｂ 物理 化学 生物 地学

(1)科学の始まり (1)自然の探究 (1)自然の探究 (1)電気 (1)物質の構成 (1)生命の連続性 (1)地球の構成

(2)自然の探究と科学 (2)資源・エネルギー (2)生命と地球の移り (2)波 (2)物質の種類と性質 (2)環境と生物の反応 (2)大気・海洋と宇宙

の発展 と人間生活 変わり (3)運動とエネルギー (3)物質の変化 の構成

(3)科学の課題とこ (3)物質と人間生活 (3)多様な生物と

れからの人間生活 (4)科学技術の進歩 自然のつり合い

と人間生活 (4)人間の活動と

地球環境の変化

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ物理 化学 生物 地学
(３) (３) (３) (３)

Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅰ理科基礎 理科総合Ａ 理科総合Ｂ 物理 化学 生物 地学
（２） （２） （２） （３） （３） （３） （３）

必履修：２科目を選択(ただし，理科基礎，理科総合A，理科総合Bを1科目以上含む)
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